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図5　伊勢湾を流出地とする指標漂着物
　　（ライター）の漂着地
　　（ライタープロジェクトより）

アナゴ漁具青フロート カキ養殖用パイプオレンジフロート
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カキパイプは,瀬戸内海の広島湾で
のカキ養殖に使用されているプラス
チック（PE）製漁業資材です。主に豊
後水道から太平洋に流出していると
考えられています。

韓国のアナゴ漁で使用され
る筌（うけ）の入口部分と，そ
れに使用されている餌かご
です。

中国，台湾，韓国の文字，
地名などが記されたライ
ターです。

伊勢湾でのカキ養殖は，鳥
羽市の６地区で行われてい
ます。湾口部で発生するま
め管は，カキ養殖海域に集
中して漂着し，湾外からの
流入アイテムと同じような
漂着分布をしていることが
わかります。

オレンジフロートは，青フロート
のような製造地の記載はありませ
んが，刻印されている文字から中
国台湾起因の指標漂着物とされて
います。海外起因の漁業資材として
は，最も数量が多いアイテムです。

青フロートは，中国浙江省や福建省
の地名が刻印されており，中国起因
の漂着物とされています。漂着本数
は，オレンジフロートより少ないです。

指標漂着物と指標評価手法を用いた

伊勢湾海岸漂着ごみ研究
図1 湾外起源５品目の指標漂着物の採集地点

図3 湾内起源２品目の指標漂着物の採集地点
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外洋から流入について５指標漂着物の分布から
共通して言えることは，外洋漂流物は，湾口部の
鳥羽市海岸および渥美半島先端に漂着するだけ
でなく，一部は湾内にも流入し，鈴鹿市海岸にも
到達していました。
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愛知県，岐阜県，三重県を起因地とするライタ
ーは，伊勢湾から東の遠州灘海岸，三浦半島，
福島県海岸に漂着しているだけでなく，瀬戸内
海東部や東シナ海の沖縄県与那国島，鹿児島
県吹上浜，日本海の山形県飛島にも漂着して
いました。
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流出地（配布地）

回収ライター本数：1,504本
　2006.11.7:ライタープロジェクト答志島(97)
　2007.10,12,2008.2:環境省モデル調査(24)
　2008.5.14-17:Lighter Project伊勢湾調査(1,383）
３県内に流出地が判別されたライター：99本
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図２ ディスポーザブルライターの流出地（配布地）と漂着地の関係
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外洋からの流入 外洋への流出湾内での移動

研究目的伊勢湾における海洋ごみの漂着状況から，以下の３つの知見を得る。
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伊勢湾海岸に漂着散乱するライターの起因地は，沿岸部だけでなく，内陸部の都市
にもおよび，三重県，愛知県から流出したものは，それぞれ対岸の他県にも漂着して
いました。伊勢湾内で最も流出量が多いのは尾張地区（三重県桑名市，愛知県尾張
地方，岐阜県）で，ここから流出したものは伊勢湾南部の渥美半島や伊勢海岸に漂
着していました。一方，三重県（北部地区，伊勢地区）を起因地とするライターは，主
に三重県海岸，三河湾（西三河地区，東三河地区）を起因地とするライターは，主に
渥美半島に漂着していました。
また指標評価手法によって伊勢湾では鳥羽市海岸や渥美半島先端部に高密度に
ごみが漂着していることがわかりました。これは伊勢湾では湾口部に向かってごみ
が流れていることを示し，漂着しないごみは，伊良湖水道を通って湾外に流出して
いると考えられます。
よって，伊勢湾における海洋ごみ問題は，湾内三県だけの問題ではないと言えます。
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カキ養殖海域
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伊勢湾海岸線延長678km中62.9
kmを調査し，10,232袋の漂着散乱
ごみを確認し，254トンのごみが散
乱していると推定しました。

伊勢湾海岸漂着散乱ごみ推定総量
2008年５月現在

254トン

漂着海岸における流出地区の割合

「外洋からの流入」

「湾外への流出」

「湾内での移動」

鹿児島大学水産学部 海ごみ研究室　　　 
クリーンアップかごしま事務局　藤枝　繁
調査日時：2008.5.14 -17
調査方法：指標漂着物法，海辺の指標評価手法

岐阜県全域，三重県桑名市，
愛知県一宮市，稲沢市，津島市，
小牧市，瀬戸市，春日井市，
江南市，名古屋市，東海市

三重県四日市市，
鈴鹿市，亀山市，
津市，伊賀市

愛知県常滑市，
南知多町，南知多町

愛知県半田市，刈谷市，知立市，
安城市，碧南市，豊田市，岡崎市

愛知県蒲郡市，
新城市，豊橋市

三重県南伊勢町，志摩市

三重県津市（一部），松阪市，伊勢市，
明和町，玉城町，多気郡，鳥羽市

漂着海岸地域
（数値は漂着本数）

海苔養殖は，名古屋港沖，衣
浦港，三河港を除く伊勢湾全
域で行われている。
のり養殖用リングは，フジツ
ボ等の竿への付着を防止す
るために用いられるプラス
チック製漁業資材で，伊勢湾
全域に漂着している。

ノリ養殖海域


